
■第二中学校区 A-1 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
世代豊かなキズナづくり

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

高齢者、若者、子どもをつなぐ地域のコミュニティづくりを重視し、幅広い世代が豊かに暮らせるまちを目指す。多様な世
代の交流を促進し、次世代の育成に力を入れ、若手の力を農業や保育に活かすなど、地域の魅力を向上させていく。

住民協議会

絆づくり地域と
子ども
大学生

想い

中央地区
町自連等の連携
での防災活動

（つながりでの支援）

力仕事の
担い手・

だしの担ぎ手
など

お祭り等で
余った物資を

子ども食堂に寄付

生産力
人口の増加

農業資源
担い手増

後継者の
バトンタッチ

学区の整理

農業・やり手
不足・やり方が
わからない

周囲への理解促進

農業団地を
つくることが
できないか

各個人に
パソコン

オンライン教育

子どものための
公園充実

場所の選定→地域
施工→行政

→大学生は
どう考えて
いるのか?

多様な
世代の声を拾う
戦略的な地域
参入を検討

町会、自治会
交流活動は
している

開催側と参加側
の意識の差

↓

魅力の発信
理解促進

市民センター
利用時間の拡充

やりがい

子ども会への
参加促進

（マンパワー
不足解消）

世代間交流
月間をつくる

海外の留学生
↓

行事等への
参入促進

地域の
ボランティア
評価して

もらえるシステム

子どもたちを
地域で守り、育てる
そういった場所も

必要

大学生との交流
誰がどのように！
小中学生への
勉強の手伝い
お祭り等

町会の行事に参加

仕事+子育て
+地域まで

手が回らない

ＰＴＡ不要という声
↓

維持するための
労力が大きい



■第二中学校区 Ａ-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

子ども

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

コミュニティの維持

防災

町会に
入りやすい
環境作り

新旧住民の
交流減

町会員以外の方
↓

見捨てられない

個人情報の壁

組織を通しての
意見集約
だけでなく

町自連を
通して

だけでなく

自治会活動は
余裕がないと

自治会回覧も
見ない

グラウンドの
活用

土地を集めて
大規模開拓

空き家の
問題

空き教室の
活用市有地の

効率活用

臭いに対する
住民理解

食糧危機
水分不足への

対策

市内に
田んぼが少ない

牧場・養鶏場が
少ない

西二町会
西一町会は
農家が少ない

＜特定農家に
よる農業＞

法人化への推進
雇用の確保

後継者不足への
提案

農業団地を
つくる

動物との
ふれあいが
少ない

農業土地・施設の活用

第二中学校の
生徒数減

子どもに深く
関わるサイクル

育つ 学ぶ
働く

クラブ活動に
よる生徒の偏り

「地域愛」を
幼少期から育む

学区の区分けも
1つの壁

少子化
↓

学区の見直し

人口の偏り
(子ども減)

楢原中の
生徒数が多い

子どもの数の
格差

貧困家庭を
どう見つける？

どんな子ども
でも学べる機会

や場所を

子どもの
・居場所づくり
・困りごとの
相談窓口

子ども食堂等の
援助

災害情報を
いち早く
だれにでも

防災、防犯の
問題にも
つながる

老人ホームと
子育て施設の

一体化

大学生と
小中学生との
交流の機会
増やす

核家族
子世代の別居

交わりが少ない 独居老人の
問題

世代間の交流 高齢者

レンタルヤギ
(空き家活用)

地域の関わり
行政↔地域

具体的に進める
ための意見交換

町会

＜高齢者の雇用促進
＞

・企業誘致の推進
・中小企業支援
(雇用の創造)
・観光力の推進
(日本遺産)

・都有地等の活用

＜今後高齢者社会に
向けて

・コミュニティーの
施設の増設、支援
・幼稚園、老人施設

の併合

後ろめたさを
感じずに助けを
求められれば

＜公園がない＞
・人口の割合に
公園が少ない
・市有地の
効率活用

・生産緑地農家
への税制面への

検討

緊急放送が
聞き取りにくい

雨戸が
閉まっている

格差が広がり
一人親その他の
理由で平等な
学習が受けられ
るよう場所作り

困っている方
への支援


